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関 係 な く
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そ の 産 成 長 す る と , 他 産
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｢
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, 漁 一 ｢ ト
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, 漁 船 c7) 機 よ
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, 後 者 か ら

械 化 .
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に よ
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' た ′
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い る 〔､
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了･どもか ら出され た 意見 の 微妙 で は あ る が 重要な追

い を f- どもた ち に わ か る よ う に 指導 して い る ｢ そ し

て
, もし減少 した か ら人手不 足を補う た め に 機械化

が 進 ん だとす る な ら ば, 機械化 に 先立 っ て す で に 漁

業人【1 は 減少 し て い る こ と に な る か ら, そ の 減少 の

原因を他 に 求 め な け ればならな い こ とを f- ども に 気

づ か せ て い る の で あ る ｡ そ こ か らEj '

_
:I: 商港 に 着E] さ

せ る こ と で
, 事実 に 密着し た よ り不

:

ト学 的な探
′

究が 導

か れ て い る ｡ こ の よ う に ｢ 久慈 の 漁業
_
J で は , 教師

に よ っ て 指導 さ れ た 討論を通 じて
, 子どもた ち は 常

識的探究 の 段階 か ら準科学的探究 の 段階 へ とわた っ

て い る.｡

て シ i 7 ラ ス / ゼ ビ ン と鈴木 止 気 の 実践 が 示 し て い

る こ と は
,

子 ども の 能動的な ｢ 問題発見一推論 に よ

る 仮説形成一検証｣ と い う活動を
, 教師 の 指導 に よ っ

て
,

よ り 科学的なそ れ - と高め る こ と が で き る こ と
,

そ れを通 じて + ども の 常識的な 二屑 の 知識 は
,

よ り

科学的な 二 層の 知識 に 成長をとげ る こ と が で き る と

い
i =

) こ と で あ る .

1ⅠⅠ 公民的資質育成論と社会諸科学

(り 主意主義的育成論と主知主義的育成論

社会科 に お け る 公民的資質育碇論 に は
,

i :

. 首 主義

的な育収論と , 主知主義的な育碇論 が あ る
｡ 前者は

,

子ども の 政治的社会化を第
･

義的 な[i 標 と し , 社会

参 加 に よ っ て 集団 の 構収 貝と し て の 意識形収を子J- お

う とす る 論 で あ るL, 例 え ば
,

選 挙 の 模擬投票を さ せ

る こ と に よ り 主 権 者意識 の 台碇を め ぎす招 業な ど が
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実施され る べ きも の が 多い
｡ 年間 で7 0 時間を基準と

す る 公民系教科 R で
, 同書 の よ う な ｢ 公民的実習｣
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1 4 新潟大
J

羊教育 人間杓子 部紀 要 第 7 笹 節1 E3一

Ⅴ . おわりに

----i-
:

ト臼年間7 0 時間程度 の 高等学校公民車こトは
,

出 い

意味 で の 公民教育 や 市t(
J

l生教育 の
一

部を担
t
) こ と し

か で きない ｡ 公民科固有 の 役割と は
,

′
f =

_徒
が 社会的

問題 に 対す る 狭 ぐ常識的な判断基準を批判 し
,

よ り

開 か れ た 科学的なも の へ と変革 で き る よ う に す る こ

と で しか な い ｡ 集Lj] ( 社会) の 担 い 手 づ く り や 集団

づ く り を急ぐ の で は なく
, 集L(i ( 社会) と自ら の あ

り 方を反省 で き る 資質を育成す る こ と こ そ が 公民 科

に 求 め られ て い る の で は な か ろ う か ｡

[ 註]

1 ) 拙稿 ｢ 教授法論研究｣ 森分孝治編著 『社会科教

育学研究』 明治図書,
1 9 99 年, p p . 1 39 - 1 4 4

2 ) 教授計画書 に つ い て は森分孝治 『社会科授業構

成 の 理論と方法』 明治図書 ,
19 7 8 年参照

3 ) 例 え ば, 社会科 に おけ る 現代化運動を め ぐ る論

争 に つ い て は
, 朝倉隆太郎 ･ 平 田嘉 三 ･ 梶哲 夫編

『社 会科教 育学研究 2 』 明治図書 ,
1 9 7 6 年などを

参照され た い ｡

4 ) ′ト原友行 ｢ 社会科学習原理と して の 探求 - B .

G .
マ シ ャ ラ ス の 場合 - ｣ 日 本社会科教育研究 会

『社会科研究』 p p . 7 3-8 2

5 ) 二 杉孝司 ｢ 問題解決学 習と系統学習｣ 東京大学

教育学部教育内容研究室 『教科理論 の 探求』 1 98 0

年p p . 3 - 1 7

6 ) バ イ ロ ン G . て シ ャ ラ ス / ジ ャ ッ ク ･ ゼ ビ ン

『教 室 に お け る 創造的出会 い』 賓 明書房,
1 97 3 年

7 ) 同 上 書p p . 4 2- 5 2 よ り 筆者 が 再構成 した ｡

8 ) 拙 稿 ｢ 探求 の 論理 に 基 づ く社会科教授 方略｣ 中

国 四 国教育学 会 『教育学研究紀要』 第2 8 巻,
19 8 3

年, p p . 3 0 0- 30 2

9 ) 鈴木正気 『川 u 港 か ら外港 へ 』 草土文 化 19 7 8

年

10) 二木,L 孝-i,i , 前掲論 文

ll) 鈴木 正 気, 前掲害 , p . 4 3

1 2) 片 L 宗 二 編著 『敗戦直後 の 公民教育構想』 教育

史村山版 会
,

19 8 4 年

1 3) 片 ヒ宗~~-
. 『[j 本社会村域 ':

L

[ 史研究』 帆間書房,

1 99 5 年, p . 4 1 4

1 4) 丹木哲男 ｢
､
米国 の サ ー ビ ス ラ ー ニ ン グに お け る

市民教育論 に 関す る 研究｣ R 本公民 教育学会 『公

民教育研
/I

)

L

[』 1 1 y
L l
S･

. 2 0 03 午 , p p . 1 - 1 6

1 5) 政治的杜1ミ化 - の 批 判と し て は 暦 [
,il 教Ii を 対態

と し て い る が 以 卜が 市費 で あ る-〉 森
'
Ji

l

# :ナf .

I ｢ 暦 [il

教育と政治的社会化
_
｣ 尼銅 棒f7

/
-I也編 『粁 史教百

′

'

i
!

二

幸典』 ぎ ょ う せ い
,

19 8 0 年, p p . 8 5 -8 9

16) ウ †
1) 7 ム ･ ビ ー タ ー ズ 『古い 口

･

茶色 い トト

人種差別と闘 っ た 教育 の 記録 - 』 〔1 本放送 出版iミ,

1 98 8 年

1 7) 富永鰹
-

『現代 の 社1ミ利
ノ
;

-

一首一現 代社会相字 に

お け る 実証 主義と理念 主義』 講談 社
′

､

㌢
･

- 術 文庫 ,

19 9 3 年

1 8) 同 上吾, p p . 3 9 1-3 9 4

1 9) 森分孝治
, 前掲菖参照 ｡

2 0) 池野範男 ｢ 市民社会科 の 構想｣ 社会認識教育乍

会編 『社会科教 育の ニ ュ ー パ ー ス ペ ク テ ( ブ』 明

治図書 ,
2 0 0 3 年 , p p . 4 4- 53

2 1) 池野 は 社会構築主義 の 議論 を
′

受け 入 れ る こ とを

以
~
F の 文献など で 表 明 し て い る ｡ 池野範 T, 『現代

民主主義社 会 の 市民を育成す る 歴 史 カ リ キ ュ ラ ム

の 開発研究』 平成10 - 1 2 年度科学 研究費補助 金研

究咲来報 告書

2 2) 棚橋健治 ｢
~
新 し い 社会科学糾 の 構想｣ 社会認識

教育乍 会, 前掲 書, p p . 8 6- 9 4

2 3) 小熊英 二 『日 本人 の 境 界』 (新曜 杜 19 9 8 年)

の 教育内容化 に つ い て は
, 拙稿 ｢ 社会認 識教 育に

お け る 科学的 ネ ー シ ョ ン 概念 の 育成 方法｣ ,
口 本

教育方法学会 『教育j]
一法学研究』 第25 巻,

19 9 9 年 ,

p p . 4 7- 5 8 を参照され た い ｡ ま た ,

′J ＼ 熊英-
_ 『出

土と愛国』 ( 新曜ネセ 20 0 2 年) の 教育内容化 に つ

い て は 全国社会科 教育字 会第5 2 回全 国研 究 人会

( 鳴門教育人草) 2 0 0 3 年10 月 に お い て 報 告 した ｡

2 4) 小熊英 二 『単一民族神話 の 起源 - < 日 本 人> の

自画像 の 系譜 - 』 新曜ネL 19 95 年 , なお同研
,
J

jt 蝶

果 の 教育内容化 に つ い て は , す で に 第44 Ei] 全国社

会科 教 育字 会 ( 佐賀大学 ,
19 9 5 年) の 課 題研究

｢ 日 本社 会 の 今 口的課題をふ ま え た 高校地理 歴 史

村
･

公民 科 の 授業 づ く り｣ で 報告 した
｡

2 5) 小熊英 二 ｢ 神話を こ わす 知｣
′J ＼林廉jこ他編 『知

の モ ラ ル』 東京大字出版会,
19 9 6 年

, p p . 7 1- 8 6

2 6) カ ー ル ･ R . ポ パ ー 『
′

客観的 知識』 木鐸礼 .

19 7 4 年


